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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
桐
生
支
部
支
部
長

　
横
須
賀
邦
一

日
本
善
行
会
の
皆
様
に

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
拡
大

の
た
め
緊
急
事
態
宣
言
発

出
等
の
影
響
に
て
様
々
な

新
支
部
長
の
抱
負

活
動
に
ご
不
便
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
事
と
拝
察
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
桐
生
支
部
の
活
動

に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
桐
生
支
部
に
お
き
ま

し
て
は
、
昨
年
諸
事
情
の
問

題
が
発
生
い
た
し
ま
し
た

関
係
で
組
織
改
革
及
び
人

事
役
員
の
改
選
に
至
り
、
こ

の
度
支
部
長
を
拝
命
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
当
桐
生

支
部
も
善
行
表
彰
者
の
推

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

子
供
た
ち
と

　
ふ
れ
あ
い
五
十
年

　
　
地
域
か
ら
全
国
へ

愛
知
県
名
古
屋
市

野
瀨
　
武
敬

金

　
　章

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
特
別

表
彰
の
金
章
の
栄
を
賜
り
、

誠
に
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
二
十
六
歳
か
ら
地

域
の
子
供
た
ち
を
見
守
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
地
域
の

運
動
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
餅
つ

き
大
会
な
ど
で
、
子
供
会
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
地

域
の
交
通
安
全
、
防
犯
防
災

活
動
の
中
で
、
児
童
か
ら
高

齢
者
の
参
加
が
あ
り
、
ふ
れ

あ
い
の
中
で
、
学
ぶ
こ
と
の

多
く
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
絆
づ
く
り
の
大
切

さ
を
大
事
に
し
て
き
ま
し

た
。い

ろ
い
ろ
な
役
を
い
た
だ

く
な
か
で
、
善
行
会
員
、
善

行
調
査
委
員
と
い
う
大
役

の
お
陰
で
、
多
く
の
こ
と
を

見
聞
き
し
、
今
後
も
、
学
区
、

名
古
屋
市
の
安
全
・
安
心
の

明
る
い
街
づ
く
り
、
そ
し

て
、
子
供
の
す
こ
や
か
な
成

長
を
願
い
、
貢
献
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

春
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　
仙
台
市
立
富
沢
中
学
校

こ
の
度
は
、
日
本
善
行
会

よ
り
令
和
三
年
度
春
季
善
行

表
彰
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
富
沢
中
学
校
が

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で

き
た
笊
川
清
掃
活
動
が
、
現

在
も
継
続
し
て
広
く
活
動
さ

れ
、
地
域
社
会
に
多
大
な
る

貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
青
少
年
善
行
表
彰
、
環

境
美
化
の
分
野
で
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。

本
来
な
ら
ば
、
五
月

二
十
二
日
に
東
京
の
明
治
神

宮
参
集
殿
に
お
い
て
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
た
め
中
止
と
な

り
、
日
本
善
行
会
宮
城
県
支

部
よ
り
、
賞
状
と
盾
が
送
ら

れ
、
ね
ぎ
ら
い
の
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、
地
域
で
活
躍
す

る
富
中
生
と
し
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
群
馬
県
北
毛
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
開
催
及
び
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金

を
児
童
養
護
施
設
等
へ

の
寄
付
に
つ
い
て

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

て
、
発
足
以
来
恒
例
と
な
っ

た
「
第
二
十
回
群
馬
県
北
毛

支
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
、
去
る
七
月

二
十
五
日
（
日
）、
榛
名
山

麓
の
「
伊
香
保
国
際
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、

会
員
相
互
の
融
和
・
親
睦
を

図
る
こ
と
と
、
県
民
へ
の
善

行
会
活
動
の
啓
蒙
の
た
め
並

び
に
日
頃
、
善
行
会
活
動
を

理
解
さ
れ
、
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
と
会
員
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
く
参
加
者
を
募
り
開
催
し

２
面
へ
つ
づ
く

て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
趣
旨
に
賛
同
さ

れ
た
二
八
一
名
と
い
う
多
く

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
盛

大
に
開
催
致
し
ま
し
た
。
前

回
か
ら
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
を
取

り
入
れ
、
表
彰
式
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
競
技
を
終

了
し
た
参
加
者
一
人
ひ
と
り

に
支
部
長
か
ら
賞
品
と
お
礼

状
を
手
渡
し
、
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金
の
一

部
を
児
童
養
護
施
設
「
子
持

山
学
園
」、
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
、
地

方
紙
「
上
毛
新
聞
」
の
「
愛

の
募
金
」
へ
寄
付
を
行
い
、

財
団
法
人
上
毛
新
聞
厚
生
福

祉
事
業
団
よ
り
感
謝
状
を
頂

き
ま
し
た
。
本
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
は
、
年
々
参
加
者
も
多
く

な
り
、
善
行
会
本
部
作
成
の

「
広
報
チ
ラ
シ
」
を
参
加
者
全

員
に
配
布
す
る
な
ど
善
行
会

並
び
に
善
行
活
動
を
県
民
に

善
行
金
章
を
受
賞
し
て

長
崎
県
佐
世
保
市立

石
　
健

こ
の
度
、
令
和
三
年
特
別

金
章
を
賜
っ
た
こ
と
に
、
先

金

　
　章

ず
は
、
支
部
長
、
関
係
各
位

の
ご
尽
力
の
お
陰
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
今
年
は
、

多
く
の
節
目
の
年
で
、
本

年
度
の
金
章
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、「
綿
上
花
を
添

え
る
」
心
境
で
、
何
と
も

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
私

は
傘
寿
の
歳
で
、
日
本
で

は
五
十
七
年
ぶ
り
の
世
界

の
祭
典
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
る
月
の
七
月

十
七
日
、
支
部
長
か
ら
金

章
の
受
賞
品
一
式
を
届
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
折
、
前
の
東
京
五
輪
を

思
い
出
し
、
感
慨
深
い
も

の
が
込
み
上
げ
涙
が
で
ま

し
た
。

十
年
前
の
「
東
日
本
大
震

災
」
の
後
に
、
私
の
家
族
に

と
っ
て
あ
ま
り
に
も
悲
し

い
出
来
事
が
起
き
、
打
ち
し

お
れ
て
い
る
と
き
、
皇
太
子

殿
下
の
御
接
見
の
栄
を
賜

り
、
心
が
晴
れ
て
、
や
る
気

と
勇
気
を
い
た
だ
き
、
御
接

見
時
の
文
章
で
、「
こ
の
日

を
大
切
に
し
て
、
今
後
も
努

め
て
い
き
た
い
」
と
書
き
、

こ
の
御
接
見
が
い
か
に
希

望
や
躍
動
感
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
か
、
一
層
世
の
た

め
人
の
た
め
尽
く
そ
う
と

思
っ
た
次
第
で
す
。

今
、
公
民
館
長
、
老
人
会

長
、
学
校
評
議
員
、
ス
ポ
ー

ツ
審
判
員
、
補
導
員
等
を

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、

後
世
へ
の
人
材
育
成
に
も

努
め
、
若
い
人
が
早
く
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

日
々
勤
し
ん
で
い
ま
す
。支部長から児童養護施設

「子持山学園」の園長へ寄贈

支部長から優勝賞品（ホテル松本楼
ペア宿泊券）の受賞状況

薦
を
三
十
余
年
に
亘
り
活

動
を
行
っ
た
実
績
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
新
た

に
、
桐
生
支
部
の
役
員
並
び

に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
支

部
会
員
の
増
強
や
、
会
員
交

流
活
動
他
団
体
と
の
交
流

奉
仕
活
動
等
の
組
織
活
動

を
活
発
化
し
、
一
意
専
心
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

皆
々
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
ご
鞭
撻
並
び
に
、
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る

な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
た
実
り
あ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。


